
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋がやってきます。と、同時に台風の季節にもなります。災害が起こった時にどうしたらいいのか…と、思いつ

つも「この辺りは、大丈夫！」という変な安心感と油断は、私たちを窮地に追い込むことになるでしょう。 

９月１日は、防災の日です。これを機会に今一度、災害時の行動を見直しておく必要があるかもしれません。園

でも話をしていきたいと思います。 

２０１６．４．４ 

せんだほいくしょ 

 

 

 

４日(日) 大日方小児科医院（光南町） ９２３－０７９８ はまもと内科クリニック（南蔵王町）  

９４３－４９７６ 

１１日(日) ふじもり医院（伊勢丘）小児科 

９４７－１２７５    

児玉クリニック（南蔵王町）内科・外科 

９４３－５６３３ 

１８日(日) おひさまこどもクリニック（御幸町）      

９５５－３２２０ 

黒瀬クリニック（三吉町南）内科   

９２６－１３３１ 

１９日(月) 小林病院（春日町）小児科   ９４３－３１１１ 城北診療所（木之庄町）内科   ９２３－８１６１ 

２３日(金) さいとう小児科（宝町）   ９２４―４１５０ 瀬尾胃腸科内科（昭和町）   ９２３－２７３８ 

２５日(日) やすはらこどもクリニック（多治米町）  

９５３－１１５２ 

若林医院（春日町）内科     ９４１―１１１２ 

 

小児の休日・夜間の診療については、下記の場所で行っております。 

福山夜間小児診療所（年中無休）   場所/福山市医師会館隣り  三吉町南 

TEL/０８４－９２２－４９９９ 

診療/１９:００～２３:００（受付は２２:４５まで） 

早めの受診を心がけ、できるだけかかりつけの病院を受診しましょう。 

 

2022.8.31 

せんだの森 

９月の休日診療医療機関（＊一部抜粋） 

 

８月の保健指導では、「鼻」について 

話しをしました。鼻水の取り方や取ったテ

ィッシュの後始末の仕方など、教えてもら

ってきたことは、とってもよく知っていた子

どもたちでした。 

ただ、「においを感じるところ」などの鼻の

役割は、子どもたちの声からは出てきませ

んでした。 

 マスクをしての毎日は、鼻も口も隠れて

います。鼻でクンクン嗅いでみようという

ことも少なくなっているのかもしれません。 

こんなところにもマスクの弊害が出てきて

いるのかもしれないと感じました。マスク

をしてしるから経験できないなんてことの

ないような保育を行っていきたいと思いま

す。 

 

 

命を守る方法を 

かんがえてみましょう！ 

私たちにできることって 

なにかな？ 

 

 

 9 月 1 日は、「防災の日」です。   

保健指導の面からできる防災とはなんだろう？ 

それは、自助・共助の基盤となる「身を守ること」を理解することです。 

それは、命を守るということにつながります。 

今回は、保健的観点と食育的観点の２面から考えていきます。 

 

熱中症にならないために！ 

オレンジタイムという時間を作り、

時間になったらお茶タイムをした

り、トイレに行ったり、空気の入れ

替えをしたり…と、熱中症予防にも

努めています。 

 

９月のほけん指導 

「じぶんでできる 自分の守り方」 

   災害時に自分の命を守るためには 

何ができるかな！ 

８月のほけん指導 

「教えて 教えて 鼻水の謎！」 

鼻について考えてみよう！ 

どんな働きをするところなのかな？ 

鼻を大切にするってどんなこと? 

鼻水が出たらどうしたらいいかな? 

http://www.fukuyama.hiroshima.med.or.jp/kosodate/yakan/index.html

